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 【背景】2 次元(2D)ペロブスカイト半導体は、優れた短波長発光特性を示す新規発光材料として注目さ

れている。前回、我々はオクチルアミン(OCA)を加えた有機溶媒中での液相レーザーアブレーション

(LPLA)法により、OCA がスペーサとして組みこまれた 2D ペロブスカイトが生成することを報告した

[1]。今回は、生成機構を調査するために OCA を加えずに行った LPLAの生成物に OCA を加えて比較

した。 

 【実験方法】3D ペロブスカイトである CH3NH3PbBr3 (MAPbBr3)の単結晶を作製し、トルエン中で YAG

レーザー(532nm,10Hz,7ns)を照射して、120分間アブレーションした。OCAを添加してアブレーション

をした場合と、アブレーション後に添加した場合の生成物を分析した。

【結果と考察】OCA を添加しないでアブレーションをおこなうとターゲットと同じ 3D ペロブスカイ

トが得られた(Fig.1(a))。この溶液に OCA を添加して時間経過後に測定した場合(b)と、OCA を添加し

てアブレーションした場合(c)の沈殿物のXRDパターンを示す。OCA添加のタイミングにかかわらず、

沈殿物には約 3.3°間隔のピーク (✦)が観測され、 既報の(OCA)2PbBr4 2Dペロブスカイト[2]よりも

7Åほど長周期の層状ペロブスカイトが生成した。よって、アブレーションにより生成した微細な

MAPbBr3 微粒子が OCA と反応し、2D ペロブスカイトが形成されたと考えられる。一方、上澄み

(Fig.1(d),(e))には (OCA)2PbBr4(▼)を含む 3 種類の等間隔のピーク(▼,◆,●)が観測された。これらは、

周期の異なる３種類の 2D ペロブスカイトが生成したことを示している。OCA を加えるタイミングに

よらないので、アブレーション生成物と OCA の反応により、形成されたと考えられる。 
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Fig.1 XRD patterns 
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